
質  問  書 

2017年 2月 13日 

「（案件名）アンゴラ国母子健康手帳を通じた母子保健サービス向上プロジェクト 

 （公示日：2017年 1月 25日／公示番号：160940）について、質問の回答は以下のとおりです。 

 

通番号 当該頁項目 質問 回答（案） 

１ ６頁 

見積価格及び内訳書 

別見積 

（４）その他（以下に記載の経費）とありますが、以

下の項目がありません。 

別見積もりをして頂くものはありません。 

２ １７頁 

（９）技術作業部会への参加 

本文末に 同作業部会及び母子健康手帳委員会

実施に伴う費用はアンゴラ政府が負担するため、

本契約の対象外とする とありますが、アンゴラ政

府と合意がなされているのでしょうか。 

同作業部会は JICA プロジェクト実施開始前の

現時点で既に運営されているため（今後横断的

な作業部会に統合予定）、JICA に費用負担は

求められてはいません。 

３ 19頁 

（３）プロジェクトキックオフ会合の

開催 

 

「見積もりには参加者日当（交通費は不要）を含め

ることと」とある一方、プロジェクトキックオフ会合

には対象遠隔州（ウアンボ州、ベンゲラ州）州保健

局長を呼ぶ場合には交通費が必要になると考え

られます。「交通費は不要」とは首都在住参加者

に対しての事で、首都外からの参加者に関しては

交通費や宿泊を含めてよいのでしょうか。 

ご理解の通りです。 

４ ２０頁 

（７）母子健康手帳の配布計画の

策定、契約 

本文始めに ベースラインに基づき設定した目標

値の達成を念頭に とあり、第 1 期（2017 年 2 月

～2018 年 2 月）にて同業務を行う際に、ベースラ

イン実施が済んでいる計画になっています。一

方、１４頁に示されているインパクト評価実施手順

及びスケジュールでは、ベースライン調査の実施

本文始めのベースラインは、「母子健康手帳に

係る現状把握」により明らかになったベースライ

ン値を指し、インパクト評価のベースライン調査

とは異なります。なお、介入群の選定は 2017

年度第 3・第 4半期までには決定予定です。 

 



時期は 2018年度第 2四半期から 2019年度第 1

四半期までとなっており、当該頁項目で示されて

いる計画と一致しません。どちらの計画が正しい

のでしょうか。 

５ ２３～２４頁 

（７）M&S TOT研修の実施 

（８）M&S TOT研修の実施 

それぞれの中の文章は少し違うものの、同じ活動

について記述いていると思われますが、どちらが

正しいのでしょうか。 

（８）を削除します。 

６ ２３頁 

（７）M&S TOT研修の実施 

本文初めに 上記（７）にて育成した とあります

が、（６）の間違いでしょうか。 

（６）を指します。 

７ ２３頁 

（７）M&S TOT研修の実施 

本文中程に 計 18 郡（ルアンダ州 7 郡、ベンゲラ

州 10郡、ウアンボ州 11郡） とありますが、計 28

郡の間違いでしょうか。 

ご理解の通りです。 

８ ２４頁 

（９）医療従事者を対象にした M&S

カスケード研修の実施 

本文初めに 上記（６）で実施したTOT研修を踏ま

え とありますが、（７）か（８）の間違いでしょうか。 

（７）及び（８）を指します。 

９ ２５頁 

（１２）医療従事者へのスーパービ

ジョンの実施支援 

本文末に なお、コンサルタントは技術支援のみ

を行うこととし、スーパービジョン実施にかかる費

用は見積もりに含めない とありますが、同費用

はアンゴラ政府が負担するということでしょうか。も

しアンゴラ政府が負担するということでしたら、アン

ゴラ政府と合意がなされているのでしょうか。 

スーパービジョンは現時点でアンゴラ政府等の

予算にて実施されており、JICA は技術支援の

みを行うことを想定します。 

１０ ２５頁 

（１４）コミュニティ啓発活動及び母

親学級の実施支援 

本文末に なお、コンサルタントは母親学級の実

施に関する技術支援を公衆衛生局及び州保健局

を通じて保健施設に対して行うものとし、実施にか

かる費用は見積もりに含めない とありますが、同

費用はアンゴラ政府が負担するということでしょう

同上 



か。もしアンゴラ政府が負担するということでした

ら、アンゴラ政府と合意がなされているのでしょう

か。 

１１ 25頁 

（１５）コミュニティ啓発活動及び母

親学級の活動パッケージ化 

上記（１５）の結果を踏まえて、とありますが、（１

４）の間違いでしょうか？ 

ご理解の通りです。 

１２ ２８頁 

（２）技術協力成果品 

ク コミュニティヘルス活動及び母

親学級実施状況調査報告書 

２８頁（２）技術協力成果品「ア ベースライン・現

状分析レポート」とは別の独立した報告書というこ

とでしょうか。もし独立した報告書ということでした

ら、１８頁以降の「6. 業務の内容」のどちらに当該

報告書についての記載があるのでしょうか。 

独立したものではなく、同じものを指します。第

1期活動の（２）を参照ください。 

１３ ２８頁 

（２）技術協力成果品 

シ 母子保健手帳の活用に関する

ナラティブ・サマリー 

２６頁「（１８）母子保健手帳に関する定性調査の

実施」に記載されているレポートのことでしょうか。 

ご理解の通りです。 

１４ ３１頁 

（２）供与機材調達 

公衆衛生局から提供される執務室にて業務を行う

こととする。となっていますが、業務実施に必要な

執務室の机、椅子、棚等の家具類やエアコン等の

機器やプリンター、コピー機等の事務機器等イン

ターネット接続環境はあるのでしょうか。 

一般的な執務環境は整備されていますが（家

具類、エアコン）、必要あればプリンター等の事

務機器を見積もりで計上ください。 

 

以 上 

 


